
No 実施年度 事業名 事業概要・実施状況 事業期間
事業費

（千円）

うち地方創生

臨時交付金

（千円）

効果 担当課

1 令和２年度
社会システム
維持のための
衛生確保事業

公共施設の窓口業務における感染防止
のため隔壁及び飛沫感染防止ｼｰﾄ･ｱｸﾘ
ﾙﾊﾟﾈﾙの設置する。また、各種申請の電
子申請・受付システムの整備を行う。

令和２年4月

～

令和３年3月

5,276 5,276

各施設に設置したことで、村内

及び施設内でのクラスターの発

生を防ぐことができた。

総務課

2 令和２年度
防災活動支援
事業

避難所における衛生環境の整備及び防
疫にあたる職員の安全確保のため、
避難所備蓄用ﾏｽｸ、手指消毒液、感染防
止物品を購入し、避難所に備蓄する。

令和２年5月

～

令和2年11月

927 927

災害発生時の避難場所における

感染症対策物資を備えることに

より、実際に避難が必要になっ

た場合の安心感を付与すること

ができた。

総務課

3 令和２年度
必需物品供給
事業

感染拡大を防ぐため、自治会にｻｰｼﾞｶﾙﾏ
ｽｸ　非接触体温計、手指消毒液の配布
を行うとともに公共施設に非接触体温計
及び加湿器を配備する。

令和２年5月

～

令和3年3月

4,533 4,533

自治会に配布したことで村内の

クラスターの発生を抑えること

ができた。

総務課

4 令和２年度
テレワーカー
向けサービス
環境整備事業

3密に配慮した職務の形態転換や拡充に
要する環境整備として、ﾃﾚﾜｰｸｼｽﾃﾑの
運用に伴うﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの改修を行う。

令和3年2月

～

令和3年3月

7,920 7,920

万が一庁内でクラスターが発生

した場合に、業務を継続できる

体制を整えることができた。

総務課

5 令和２年度
地域の消費活
性化給付金事
業

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大に伴い落ち込ん
でいる村内商店等での消費の活性化を
目的として、国の特別定額給付金の支給
に合わせて、村単独事業で給付金10,000
円を支給する。

令和２年5月

～

令和2年8月

34,280 23,996

国の事業に合わせて支給するこ

とで村内の消費をより活性化す

ることができた。

総務課

6 令和２年度

地域の感染状
況等を踏まえ
たきめ細かい
医療提供体制
等構築事業

新型コロナウイルス感染症の院内感染
防止に必要な機器の整備として、
防護服、半透明手袋を購入する。

令和２年4月

～

令和3年1月

1,148 1,148
村内診療所でのクラスターの発

生を防ぐことができた。
保健福祉課

7 令和２年度
必要物品供給
事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
予防のため加湿空気清浄機、微酸性次
亜塩素酸水生成装置を購入する。

令和２年5月

～

令和3年3月

1,148 1,148

各施設に設置したことで、村内

及び施設内でのクラスターの発

生を防ぐことができた。

保健福祉課

8 令和２年度

新型コロナウ
イルス感染症
拡大防止協力
金

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、休業等の要請に応じた中小
企業・個人事業主に対し協力金を交付す
る

令和２年5月

～

令和2年10月

600 600

休業を余儀なくされ、生活に困

る事業主の支援とすることがで

きた。

地域振興課

9 令和２年度
新型コロナウ
イルス感染対
策休業協力金

新型コロナウイルス感染症の影響に伴
い、休業要請した事業主に対し、要請期
間において協力金を支給する。

令和２年5月

～

令和2年7月

1,499 1,499
要請に協力いただいた事業主の

支援とすることができた。
農林建設課

10 令和２年度
塾や習い事の
リモート化支
援事業

高校受験を控えた中学3年生を対象に学
習補償として、オンライン学習塾を実施す
る。

令和２年9月

～

令和3年3月

768 768

休校を実施した中で受験生の学

習機会の確保をすることができ

た。

教育委員会事務局

11 令和２年度
密集軽減のた
めの輸送能力
増強事業

通学時のスクールバス内の密集を避け、
感染拡大防止を図るため、バスを従来の
６ルートから７ルートに１便増便する。

令和２年4月

～

令和3年3月

11,611 11,611
バスの増便によって感染リスク

を減らすことができた。
教育委員会事務局

12 令和２年度
学校給食関連
事業者等への
応援事業

給食調理事業者が、学校再開時に安定
的に事業を継続することができるよう体
制維持に必要な取組に対し奨励金等に
より支援する。

令和２年7月

～

令和2年7月

53 53

支援の実施によって、学校再開

時にも大きな問題無く事業を継

続することができた。

教育委員会事務局

13 令和２年度
必需物品供給
事業

小・中学校、高等学校の生徒に50枚/人
のマスクを配布する。

令和２年5月

～

令和2年12月

515 515

村内の児童・生徒及び保護者の

感染リスクを減らすこと、学校

でのクラスター発生を抑えるこ

とができた。

教育委員会事務局

14 令和２年度

学校の臨時休
業に伴う学習
等への支援事
業

村内在住の未就学児・小・中学生・高校
生を対象に図書カードを配布し、休業中
の自宅学習中に多くの図書に触れてもら
うことで、読書の推進につなげる。

令和２年7月

～

令和3年1月

1,705 1,705

休校、外出制限により学ぶ機会

が減少する中で、自宅で学習で

きる機会を作ることができた。

教育委員会事務局

15 令和２年度
公共的空間安
全・安心確保
事業

役場本庁舎において「密」を回避し、公共
空間での感染リスクを減少させるため、
執務室の分散化、個室化を行うにあた
り、電話回線の増設、機器の整備を行
う。

令和２年8月

～

令和2年9月

1,540 1,540

万が一庁内でクラスターが発生

した場合に、業務を継続できる

体制を整えることができた。

総務課
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16 令和２年度
防災活動支援
事業

避難所における避難者の感染防止のた
めパテーション等の用具を配備し、避難
所分散化のため、地域での一時避難所
を新たに設けるため、案内看板を設置す
る。

令和２年7月

～

令和2年12月

2,900 2,900

災害発生時の避難場所における

感染症対策物資を備えることに

より、実際に避難が必要になっ

た場合の安心感を付与すること

ができた。

総務課

17 令和２年度
テレワーカー
向けサービス
環境整備事業

自治体テレワークを実施するためパソコ
ン及び周辺機器を購入する。

令和２年6月

～

令和3年3月

5,022 5,022

保育園、診療所等の職員が本庁

のＰＣにアクセスできるように

なったことで、本庁の職員と接

触する回数を減らすことができ

た。

総務課

18 令和２年度
公共施設公衆
無線LAN整備
事業

避難所及び教育施設に公衆無線LAN
（WI-FI）を整備することで、誰もが気軽に
利用できるインターネット環境を整え、接
触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」等の利用を推奨
する。

令和3年1月

～

令和3年3月

6,930 6,930

公衆無線LAN（WI-FI）を整備

したことで、誰もが気軽に利用

できるインターネット環境を整

えることができた。

総務課

19 令和２年度
情報通信機器
整備事業

オンライン会議やオンライン診療に向け
た診療体制の確保のため村営診療所で
使用するパソコンを購入する。

令和２年8月

～

令和2年9月

545 545

診療所内でＷＥＢ会議等が可能

となったため、外部での感染リ

スクが減少した。

保健福祉課

20 令和２年度
電子カルテ等
整備事業

院内感染防止や情報収集に必要な機器
の整備のため
電子カルテ・FAX機器を設置する

令和２年12月

～

令和3年3月

19,514 18,266

書類を電子でやりとりすること

などで、診療所内での感染リス

クが減少した。

保健福祉課

21 令和２年度
接触感染防止
事業

各診療所における接触感染防止のため
ドアの取り替え及びスリッパ殺菌ラックを
設置する。

令和２年12月

～

令和3年1月

1,296 1,296

ドアへの接触の減少やスリッパ

の殺菌により感染リスクが減少

した。

保健福祉課

22 令和２年度 観光誘客事業

観光需要の回復後を見据えて、村内の
魅力を再発見し、観光意欲を喚起する
「オンライン旅行」の掲載、また観光施設
等の予約システムやオンラインショップの
導入により、「新しい旅行スタイル」や新
たな観光ビジネススタイルの展開を促進
する。
また受け入れ環境整備として観光施設の
フリーＷｉ－Ｆｉの整備を行う。

令和２年12月

～

令和3年3月

5,256 5,256

コロナ渦において田舎の観光の

需要が増える事が想定されたた

め受け入れ環境を整備すること

ができた。

地域振興課

23 令和２年度
公共施設トイ
レ整備事業

公共施設のトイレにおける便器の洋式化
等による自動洗浄化、手洗いの自動流
水化、照明のセンサー化等の導入による
直接接触による感染防止、またトイレへ
の動線の改修による３密回避対策を行
う。

令和２年8月

～

令和3年3月

47,244 43,412

公共施設のトイレにて直接接触

の減少や飛沫の減少により、感

染リスクを減らすことができ

た。

地域振興課

24 令和２年度
山添村超プレ
ミアム付商品
券事業

購入額にプレミアム分を上乗せした村独
自の商品券を発行し、新型コロナウイル
ス感染症により落ち込んだ消費を喚起、
また商品券使用店舗を村内で制約するこ
とにより村内事業者の活性化に寄与す
る。

令和２年8月

～

令和3年3月

20,688 11,198

村内で使用できる商品券とする

ことで村内の消費を活性化する

ことができた。

地域振興課

25 令和２年度
山添村持続化
給付金事業

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う
営業自粛等により、大きな影響を受けて
いる中小企業その他の法人等及びフリー
ランスを含む個人事業者に対して、事業
の継続を支えるため給付金を交付する。

令和２年8月

～

令和3年3月

15,712 15,712

営業自粛等で大きな影響を受け

た企業が今後も活動を継続でき

る支援とすることができた。

地域振興課

26 令和２年度
公立学校情報
機器購入事業

小中義務教育の児童生徒が使用するＰ
Ｃ端末の整備を行う。

令和２年11月

～

令和3年3月

1,853 1,853

通学ができない状態の中、家庭

でオンライン学習をすることが

でき、感染防止と学習機会の確

保を両立することができた。

教育委員会事務局

27 令和２年度
情報端末ソフ
ト整備等事業

リモート学習に対応するためタブレット端
末、ソフト、周辺機器の設定整備を行う。

令和２年8月

～

令和3年3月

8,607 8,607

通学ができない状態の中、家庭

でオンライン学習をすることが

でき、感染防止と学習機会の確

保を両立することができた。

教育委員会事務局

28 令和２年度

遠隔・オンライ
ン学習の環境
整備、ＧＩＧＡ
スクール構想
への支援事業

GIGAスクール構想関連事業等との連携
によるＩＣＴ環境の整備として上記補助事
業の対象とならない小中学校の特別教
室や体育館、グランドのＬＡＮ環境の整備
を行う。

令和２年11月

～

令和3年3月

22,517 15,402

教室だけに限らず様々な環境で

オンライン授業を実施できるよ

うになった。

教育委員会事務局

29 令和２年度
公立学校情報
機器整備費補
助金

ICTの専門知識の無い小中学校でＩＣＴ化
を進めるためのＩＣＴ技術者を配置し事業
を円滑に進める

令和２年9月

～

令和3年3月

656 329

教員、役場職員ではカバーしき

れない専門知識が必要な部分で

サポートを受けることができ、

事業を円滑に進めることができ

た。

教育委員会事務局

30 令和２年度

遠隔・オンライ
ン学習の環境
整備、ＧＩＧＡ
スクール構想
への支援事業

通信機器を利用した家庭学習を促進する
ためWiｰFI環境が整っていない家庭に対
しモバイルルータの貸与を行う

令和２年5月

～

令和2年40月

538 538

家庭でのオンライン授業を受け

ることができる環境を整えるこ

とで漏れの無い学習機会の確保

を行うことができた。

教育委員会事務局



31 令和２年度
公立学校情報
機器整備費補
助金

学校からの遠隔学習機能を強化するた
め
会議用スピーカ及びウエブカメラ通信装
置を購入する。

令和２年12月

～

令和3年1月

77 42

校内で会議ができる環境を整え

ることで外部と接触する機会を

減らすことができ、感染リスク

を減らすことができた。

教育委員会事務局

32 令和２年度
学校保健特別
対策事業費補
助金

学校再開等にあたり集団感染のリスクを
避けるため、マスク、消毒液、体温計等
の保健衛生用品を購入する。

令和２年6月

～

令和3年1月

70 35

学校再開後の感染予防を行う事

でクラスターの発生を抑えるこ

とができた。

教育委員会事務局

33 令和２年度
学校保健特別
対策事業費補
助金

校長の判断で迅速かつ柔軟な学校教育
活動の再開ができるように感染対策備品
を購入する。

令和２年8月

～

令和3年2月

4,306 2,000

学校再開後の感染予防を行う事

でクラスターの発生を抑えるこ

とができた。

教育委員会事務局

34 令和２年度
教育支援体制
整備事業費補
助金

臨時休業中に授業ができなかった未指
導分の補習を実施するため小中学校に
学習指導員を配置する

令和２年8月

～

令和3年3月

1,761 591

学習指導員を追加で配置するこ

とで学校再開後の期間で確実に

学習機会を確保することができ

た。

教育委員会事務局

35 令和２年度
修学旅行の
キャンセル料
等支援事業

臨時休業により修学旅行が延期されたこ
とに伴う手数料や企画料追加費用につ
いて家庭負担を軽減する。

令和２年8月

～

令和2年9月

16 16

コロナ渦で経済的に苦しい中、

家庭の費用負担を軽減すること

ができた。

教育委員会事務局

36 令和２年度
地域文化デジ
タル化事業

文化的行事の中止や一般参加者の制限
を行っている中、子どもたちに少しでも文
化芸術にふれあう機会を創出するため、
令和２年度の伝統文化こどもフェスティバ
ルを映像として記録し編集したものを自
治体放送で放送する。

令和２年11月

～

令和2年11月

100 100

従来観客を入れて行っていたイ

ベントを自治体放送で放送する

ことで、感染対策と事業の継続

を両立させることができた。

教育委員会事務局

37 令和２年度

スクール・サ
ポート・スタッ
フ配置促進事
業

新型コロナウイルス感染症対策のために
純増する教職員の業務をサポートするた
め小中学校にスクールサポートスタッフを
配置する

令和２年8月

～

令和3年3月

162 53

スクールサポートスタップを配

置することで業務が増える中円

滑に学校運営を行う事ができた

教育委員会事務局

38 令和２年度
接触感染防止
事業

発熱患者と他の患者が混在しないよう動
線の確保するため、村内３診療所の外部
通路設置、通路拡幅等の工事を行う。

令和3年1月

～

令和3年3月

1,679 1,679
診療所での他者への感染リスク

を減らすことができた。
保健福祉課

39 令和２年度
学校保健特別
対策事業費補
助金

感染症対策等の学校教育活動継続支援
のため、児童生徒・教職員等の感染症対
策に必要となる消毒液等を購入する。

令和3年3月

～

令和3年3月

504 504

学校再開後の感染予防を行う事

でクラスターの発生を抑えるこ

とができた。

教育委員会事務局

40 令和２年度
学校保健特別
対策事業

学校再開に伴う感染症対策として、タブ
レット、空気清浄機、二酸化炭素濃度計
を購入する。

令和２年8月

～

令和2年12月

312 312

学校再開後の感染予防を行う事

でクラスターの発生を抑えるこ

とができた。

教育委員会事務局

41 令和3年度
避難所等にお
ける感染防止
事業

　指定避難所（３カ所）及び一時避難所
（30カ所）における感染防止対策として
加湿機能付き空気清浄機空気清浄機用
交換フィルター（集塵用、加湿用）を購入
する。

令和3年7月

～

令和4年3月

1,408 1,408

災害発生時の避難場所における

感染症対策物資を備えることに

より、実際に避難が必要になっ

た場合の安心感を付与すること

ができた。

総務課

42 令和3年度
公共交通感染
防止対策事業

東豊コミュニティバスは、現在、22人乗り
車両（車椅子2席を含む）を使用し、18～
20人が乗車しており、満席に近い過密状
態である。乗車定員数の多い車両（29人
乗り）に更新することで、感染リスクの低
減を図る。

令和3年7月

～

令和4年3月

8,436 8,436

バス内での密を解消することで

感染リスクの低減を図ることが

できた。

総務課

43 令和3年度
社会システム
維持のための
衛生確保事業

公共施設の窓口、自治会等の公共的施
設における感染予防のため、手指消毒
液、パーティションを購入する

令和3年8月

～

令和3年10月

1,314 1,314

各施設に設置したことで、村内

及び施設内でのクラスターの発

生を防ぐことができた。

総務課

44 令和3年度
接触感染防止
事業

発熱患者と通常の患者を混在しないで受
診できるよう発熱患者専用診察室の確保
及び空調機器の設置するため、村営診
療所（豊原診療所）の改修工事を行う。

令和3年7月

～

令和3年6月

501 501
診療所での他者への感染リスク

を減らすことができた。
保健福祉課

45 令和3年度
必要物品供給
事業

保育園・児童館での感染拡大防止のた
め、コンパクトスピーカー（リモート会議
用）及び児童用テーブル（給食時の間隔
をとるため）、空気殺菌灯、玩具殺菌乾燥
保管庫などを購入する。

令和3年7月

～

令和3年11月

3,321 3,321
保育園・児童館でのクラスター

の発生を抑えることができた。
保健福祉課

46 令和3年度
山添村地域振
興券事業

地域振興券を発券することで、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により落ち込ん
だ村内事業者の売上に寄与すること及び
村民の消費を喚起することを目的とす
る。

令和3年7月

～

令和4年3月

35,435 35,435

村内で使用できる商品券とする

ことで村内の消費を活性化する

ことができた。

地域振興課

47 令和3年度
公共施設等便
座クリーナー
設置事業

公共施設等における洋式トイレの便座を
清潔に保つことで感染対策を図り、か
つ、使用する方が気兼ねなく使用できる
ようすることを目的とし、便座を消毒する
便座クリーナーを設置する。

令和3年7月

～

令和3年7月

308 308

接触機会のある様式トイレの便

座を清潔に保つことで感染リス

クを低減することができた。

地域振興課



48 令和3年度
山添村持続化
給付金（農業
者分）

新型コロナウィルス感染症の感染拡大に
伴う営業自粛等により大きな影響を受け
ている中小企業その他法人及びフリーラ
ンスを含む個人事業者に対して、事業の
継続を支えるため給付金を交付する。

令和3年6月

～

令和4年3月

3,500 3,500

営業自粛等で大きな影響を受け

た企業が今後も活動を継続でき

る支援とすることができた。

農林建設課

49 令和3年度
感染防止対策
設備導入補助
金

県の新型コロナウイルス感染症防止対
策店舗認証制度の取得に向けて、飲食
店等及び宿泊施設が行う感染防止対策
設備導入に対して補助することで、利用
者に対して安心・信頼の提供を実現し、
感染制御が効いた状況下での経済活動
の早期回復を後押しする。

令和3年6月

～

令和4年2月

599 599

感染対策に協力いただいている

事業者を支援することで感染制

御が効いた状況下での経済活動

の早期回復を後押しすることが

できた。

地域振興課

50 令和3年度
公共施設感染
防止化整備事
業

村が運営する農産物直売施設のドアを
手動から自動に変更することで感染拡大
の予防を図る。

令和3年7月

～

令和3年11月

2,552 2,552

ドアへの接触機会を減らすこと

で感染リスクを減らすことがで

きた

農林建設課

51 令和3年度
通学バス運行
業務委託（感
染症対策分）

通学時のスクールバス内での密を避ける
ため通学バスを１台増便運行することで
感染拡大の予防を図る。

令和3年4月

～

令和4年3月

8,905 8,905

バス内での密を解消することで

感染リスクの低減を図ることが

できた。

教育委員会事務局

52 令和3年度
山添村社会教
育施設衛生環
境整備工事

生涯学習施設　東豊館の和式便器を洋
式化、自動洗浄化又手洗い器自動水栓
化、照明を人感センサーに変更すること
で感染拡大の予防を図る。

令和3年12月

～

令和4年3月

3,894 3,894

トイレでのスイッチや蛇口の接

触機会を減らすことで感染リス

クを低減することができた。

教育委員会事務局

53 令和3年度
山添村持続化
給付金（商工
業者分）

新型コロナウィルス感染症の感染拡大に
伴う営業自粛等により、大きな影響を受
けている中小企業その他法人及びフリー
ランスを含む個人事業者に対して、事業
の継続を支えるため給付金を交付する。

令和3年6月

～

令和4年3月

7,500 7,500

営業自粛等で大きな影響を受け

た企業が今後も活動を継続でき

る支援とすることができた。

地域振興課

54 令和４年度
テレワーク拡
充のための端
末更新事業

庁内での接触機会を減らすため、出先機
関等、庁外の職員が本庁に来る事無く打
ち合わせ等情報のやりとりが出来るよう
必要なパソコン機器の端末更新を行う。

令和4年4月

～

令和4年9月

3,220 1,629
庁外との職員の接触が減少した

ことで感染リスクが減少した。
総務課

55 令和４年度
避難所及び消
防施設Wi-Fi
設置事業

避難所や消防団員の待機所となる消防
器具庫にWi-Fiを設置しインターネット環
境を整えることで、コロナ禍において災害
時に避難された方や消防団員の接触確
認アプリ「ＣＯＣＯＡ」等の利用を推奨す
る。

令和4年11月

～

令和5年3月

7,418 7,418

公衆無線LAN（WI-FI）を整備

したことで、誰もが気軽に利用

できるインターネット環境を整

えることができた。

総務課

56 令和４年度
避難所等にお
ける感染防止
事業

有事の際、３密防止の避難所生活を送る
事が出来るよう、資機材を購入する。ま
た、コロナ感染者・濃厚接触者等の避難
者についても感染対策を講じた上で避難
所生活を送る事が出来るよう、必要な資
機材を購入する。
資機材：簡易ベッド、ガス発電機、カセット
ガスボンベ、スタンド付ＬＥＤライト、カセッ
トコンロ、コードリールなど

令和4年5月

～

令和5年3月

1,343 1,343

災害発生時の避難場所における

感染症対策物資を備えることに

より、実際に避難が必要になっ

た場合の安心感を付与すること

ができた。

総務課

57 令和４年度
地域情報配信
アプリ導入事
業

　コロナ禍においても行政と住民が適切
な手段な情報伝達できる体制を構築する
ことが求められおり、非接触型の情報伝
達手段の１つとして地域情報発信アプリ
等を導入することで、村民が必要とする
情報を迅速かつ正確に発信できる仕組
みを構築する。

令和4年9月

～

令和5年3月

9,374 9,374

電子申請を利用し、役場に来な

くとも手続きが可能になったこ

とで感染リスクの低減が図られ

るようになった。今後はこのア

プリを中心にデジタル化を進め

ていく。

総合政策課

58 令和４年度
オンライン行
政手続き等の
利用支援事業

コロナ渦においてデジタルサービスを提
供するにあたってはデジタルデバイド対
策が必要となることから、デジタル機器・
サービスに不慣れな住民へのオンライン
行政手続き等の利用支援を行う。

令和4年7月

～

令和5年2月

492 492

電子申請を促進することで自宅

で手続きが可能になり感染リス

クを低減することができた。

住民課

59 令和４年度
接触感染防止
事業

新型コロナウイルス感染症対策として各
診療所における接触感染防止のため。ま
た、予防接種会場となる保健福祉セン
ターで会場を広く使って密を避けるため、
スリッパ殺菌ラックや定期的な換気のた
めのブルーバーナーを購入する。

令和4年6月

～

令和4年7月

1,269 1,269

多数の人が使用するスリッパを

清潔に保つことで感染リスクの

低減を図ることができた。

保健福祉課

60 令和４年度

地域の感染状
況等を踏まえ
たきめ細かい
医療提供体制
等構築事業

コロナ禍における診療所内感染防止のた
めに抗原検査キット、感染防護基本セッ
ト、個人防護具簡易セット、マスク用アイ
ガード、プラスチックグローブ、アルコー
ル消毒液、サージキャップ、廃棄ボックス
を購入する。

令和4年7月

～

令和4年9月

824 824
診療所での他者への感染リスク

を減らすことができた。
保健福祉課



61 令和４年度
感染拡大防止
対策事業

保育園、児童館での感染拡大防止対策
としてのパーテーション、健診等従事者
用感染対策ゴーグル・健診従事保健推
進員用フェースシールド、空気殺菌灯等
を購入する。

令和4年7月

～

令和4年9月

717 717

保育園・児童館での他者への感

染リスクを減らすことができ

た。

保健福祉課

62 令和４年度
山添村レンタ
サイクル事業

新型コロナウイルス影響下の中、団体旅
行から個人旅行へと「旅のスタイル」が変
化してきている。本村にレンタサイクルを
導入することで、自転車による周遊観光
を促進し、また３密を避けた新たな移動
手段を確保するための環境整備を図る。

令和4年7月

～

令和4年9月

1,870 1,870
３密を避けた新たな観光の方法

を整備することができた。
地域振興課

63 令和４年度
山添村ワー
ケーション等
施設整備事業

新型コロナウイルス感染症拡大により、
リモートによる在宅ワークが普及し働き方
も変化していることから、公共施設等を活
用し、コワーキングスペース、レンタルサ
ロン、レンタルスタジオなど都市住民が山
添村を楽しみながら働けるサテナイトオ
フィスを整備し、都市住民が「都市と地方
で働く・ライフスタイル」の開拓を行う。ま
た、アフターコロナを見据え、地域の特産
品を活用した6次産業化商品の開発が行
える加工場を整備し、6次産業による地域
産業や地域の活性化を図る。

令和4年10月　～

令和5年2月
28,765 28,765

コロナと共存していく中で新た

な働き方ができる施設を整備す

ることで今後の産業の活性化を

図る拠点を作ることができた。

地域振興課

64 令和４年度
農産物等イン
ターネット販売
促進事業

新型コロナ収束後を見据えた農産物等
のネット販売による販路拡大を支援する
ためのホームページの改修を行い農業
者等の収益向上を図る。

令和4年7月

～

令和4年8月

660 660
農産物販売の新たな手法を整備

することができた。
農林建設課

65 令和４年度
公共施設感染
防止化整備事
業

新型コロナウイルス感染症対策として、
村営農産物直売施設への非接触レジス
ター導入による感染拡大の予防を図る。

令和4年7月

～

令和4年8月

1,650 1,650
農産物直売施設での感染リスク

の低減を図ることができた。
農林建設課

66 令和４年度
公共施設感染
防止トイレ整
備事業

新型コロナウイルス感染症対策として、
農業総合管理施設五月川センターのトイ
レを洋式化・自動洗浄化することで感染
拡大の予防を図る。

令和4年7月

～

令和5年2月

4,697 4,697

トイレでのスイッチや蛇口の接

触機会を減らすことで感染リス

クを低減することができた。

農林建設課

67 令和４年度
学校保健特別
対策事業費補
助金

コロナ禍における感染対策等学校教育
活動継続支援のため小学校、中学校、高
等学校で使用する消毒液、保健衛生用
品等を購入する。

令和4年7月

～

令和5年3月

919 919
学校でのクラスターの発生を抑

えることができた。
教育委員会事務局

68 令和４年度
地域経済や住
民生活支援事
業

コンビニ交付サービスを導入し住民票及
び印鑑証明を役場に来庁しなくとも受け
取れるよう整備することで感染拡大防止
を図る。

令和4年7月

～

令和5年2月

8,734 8,734

来庁しなくとも証明を受け取れ

ることで感染リスクの低減が図

られた。

住民課

69 令和４年度

生活者支援に
関する事業
（学校給食等
の負担軽減な
ど子育て世帯
に対する支
援）

コロナ禍において物価等が高騰するな
か、学校の給食材料費を助成することで
児童生徒の健全な育成を図り、子育て世
代の負担を軽減する。

令和4年4月

～

令和5年3月

8,403 8,403

物価が高騰する中で子育てをす

る世帯の生活の支援とすること

ができた

教育委員会事務局

70 令和４年度
高等学校等通
学助成金

コロナ禍において物価等が高騰するな
か。高等学校等通学助成金を支給するこ
とで子育て世帯の負担を軽減する。

令和4年4月

～

令和5年3月

2,136 2,136

物価が高騰する中で子育てをす

る世帯の生活の支援とすること

ができた

教育委員会事務局

71 令和４年度
生活者支援に
関する事業

コロナ禍において物価等が高騰するな
か、保育園の給食材料費を助成すること
で子育て世帯の負担を軽減する。

令和4年7月

～

令和5年3月

3,610 2,635

物価が高騰する中で子育てをす

る世帯の生活の支援とすること

ができた

保健福祉課

72 令和４年度

電力・ガス・食
料品等価格高
騰緊急支援事
業（低所得者
世帯分）

新型コロナウイルス感染症の影響が長
期化する中、電力・ガス・食料品等の生
活必需品の物価高騰による負担を軽減
するため国の給付金に合わせて、村単
独事業で給付金３０，０００円を支給す
る。

令和4年12月

～

令和5年3月

10,170 10,170

物価が高騰する中で国の事業に

追加して給付することで世帯の

生活の更なる支援とすることが

できた

保健福祉課

73 令和４年度

山添村中小企
業等エネル
ギー価格高騰
対策支援事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の影響が続く中、原油価格等の高騰によ
り事業活動に著しく支障が生じている中
小企業等（個人事業主を含む）の燃料費
の一部を助成することにより事業者の経
営回復を支援する。

令和4年12月

～

令和5年3月

650 650
村内事業者の事業継続の支援と

することができた
地域振興課

74 令和４年度
山添村農業資
材等高騰対策
補助金

コロナ禍における農業用資材等の高騰
による農林漁業経営への影響緩和のた
め、農業用資材等の購入費の一部を予
算内で補助することにより、農林漁業経
営を支援する。

令和5年1月

～

令和5年3月

2,738 2,738
村内農業者の事業継続の支援と

することができた
農林建設課



75 令和４年度
山添村飼料価
格高騰緊急対
策事業

コロナ禍における飼料価格の高騰による
畜産経営への影響緩和のため、畜産事
業者の飼料費を支援する

令和5年1月

～

令和5年3月

3,300 3,300
村内畜産事業者の事業継続の支

援とすることができた
農林建設課

76 令和４年度
公共交通感染
防止対策事業

村外の地域へ通学・通院する利用者の
ためにコミュニティバス（２９人乗り）を運
行しているが、利用者が多く満席に近い
過密状態である。飛沫感染の予防や、乗
客同士の接触機会を軽減するため、座
席の間隔を空けて乗車することで新型コ
ロナウイルスの感染リスクの軽減を図る
ことを目的として、車両（１０人乗り）を追
加する。

令和4年4月

～

令和5年1月

4,193 3,703

バス内での密を解消することで

感染リスクの低減を図ることが

できた。

総務課


